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 まず第 1 章では、78 名を対象に、「これまでの人生であった《重要な出来事》と《その
時の気持ち》」についてのインタビュー場面を想起させ、インフォーマントによる自由記述
調査を通して 81 項目のメタ思考を収集・分類し（2010 年 10 月）、さらにこのインタビュ
ー時メタ思考を 417 名に改めてインタビュー場面を想起させ、質問紙調査をした上で（2010















ントの 16 ペアを編成し、各ペアにそれぞれ 3 回、合計 48 セッションのライフストーリー・
















第 6 章では、第 4 章で分類したインフォーマント・タイプごとに「逐語録」の類型化を
行っている。そこでは榎本博明が「語りを素材に自己をとらえる」（榎本・岡田務編著『自
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